
真備地区復興計画の

改定について

令和４年３月 改定

倉敷市

R３.3 改定計画 R４.3 改定計画

頁 内容 頁 内容

P１１

1-3：高梁川流域における河川の安全性の向上
・河川の安全対策としては，河川内の土砂撤去や
樹木伐採，堤防強化対策等，高梁川の上流域から
下流域までを広く捉えた対策が必要なため，高梁
川流域の治水安全性の向上に向けて，「高梁川水
系大規模氾濫時の減災対策協議会（以下，減災対
策協議会）」等を活用して，洪水時の対応策を議
論し，下流の河川水位に与える影響を最小化する
ためのダムの事前放流の実施，多機関連携型の
「高梁川水害タイムライン」の活用などの取組を
実施していきます。引き続き，減災対策に向けて
新たに設置された防災行動計画検討部会（減災対
策協議会の部会）において，各河川及びダムの管
理者，自治体等が連携・協力して議論を進めます。

P１1

1-3：高梁川流域における河川の安全性の向上
・河川の安全対策としては，河川内の土砂撤去や
樹木伐採，堤防強化対策等，高梁川の上流域から
下流域までを広く捉えた対策が必要なため，高梁
川流域の治水安全性の向上に向けて，「高梁川水
系大規模氾濫時の減災対策協議会（以下，減災対
策協議会）」等を活用して，洪水時の対応策を議
論し，下流の河川水位に与える影響を最小化する
ためのダムの事前放流の実施，多機関連携型の
「高梁川水害タイムライン」の活用などの取組を
実施していきます。引き続き，減災対策に向けて
新たに設置された防災行動計画検討部会，ダム洪
水調節機能部会及び流域治水部会（減災対策協議
会の部会）において，各河川及びダムの管理者，
自治体等が連携・協力して議論を進め，高梁川流
域内の関係者が協働して水害に備える「流域治水
プロジェクト」の推進に努めます。

【改定理由】本文の修正（新たな取組の追加：流域プロジェクト），備考の修正

真備地区復興計画の主な改定点
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R３.3 改定計画 R４.3 改定計画

頁 内容 頁 内容

P13

1-1：国・県・市の連携・協力による緊急的な
河川改修事業の実施

P13

1-1：国・県・市の連携・協力による緊急的な
河川改修事業の実施

【改定理由】進捗状況に応じて期間を修正，完了期日を追記

P12

1-4：治水施設等の改善

P1２

1-4：治水施設等の改善

【改定理由】新たな取組の追加（既設ポンプ施設の改良），完了期日を追記 2

高梁川 （国）

小田川 （国） ・堤防強化については，国と市で
連携・協力して実施

R3.6 完了

嵩上げ

河道掘削
R元.6 完了災害復旧事業

〜R5.3

小田川合流点付替え事業 〜R6.3

河道掘削，樹木伐開

R4.3 概成（一部を除く）
〜R6.3堤防強化（拡幅等）

R4.3  完了

堤防強化

1-４
治水施設等の改善

・大雨時の仮設ポンプ設置
・維持管理

・陸閘・樋門の改修
・有井橋架替え（陸閘解消）等

・農村地域防災減災事業

 内水排除対策

 陸閘等の治水施設の改善

 低利用ため池の廃止・統合
継続的に実施

継続的に実施

継続的に実施

 田んぼダムの調査・導入の検討

防水擁壁（背谷川・内山谷川の陸閘解消） R3.6 完了

既設ポンプ施設の改良
R3.6 完了

川辺

R３.3 改定計画 R４.3 改定計画

頁 内容 頁 内容

P1４

身近な緊急避難場所の確保
【主要な施策の方向性】

P1４

身近な緊急避難場所の確保
【主要な施策の方向性】

【改定理由】本文の追記（新たな取組の追加：浸水時緊急避難場所）

P1５
P16

3-2：安全な避難経路の確保
・避難所等への迅速かつ安全に避難ができる環境
を整備するため，地域との協働により避難所等へ
誘導する標識の設置等に取り組みます。

P1５
P16

3-2：安全な避難経路の確保
・避難所等への迅速かつ安全に避難ができる環境
を整備するため，生活空間であるまちなかに地域
との協働により避難所等へ誘導する標識，浸水深
の標識等の設置等に取り組みます。

【改定理由】本文の追記（新たな取組の追加：まるごとまちごとハザードマップ），備考を追記
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R３.3 改定計画 R４.3 改定計画

頁 内容 頁 内容

P1５
P16

3-3：避難所施設の環境整備
・避難所施設の環境整備として，マンホールトイ
レ（公共下水道供用区域内）の整備を進めるとと
もに，可動式のトイレトレーラーの導入の検討を
行います。

P15
P16

3-3：避難所施設の環境整備
・避難所施設の環境整備として，マンホールトイ
レ（公共下水道供用区域内）の整備を進めるとと
もに，可動式のトイレトレーラーの導入の検討を
行います。また，マンホールトイレを設置してい
ない避難所施設へは，仮設トイレを設置すること
で対応します。

【改定理由】本文の修正（仮設トイレの設置），備考を修正

P17

4-1：地域の防災意識と災害対応力の向上
・新たに指定する浸水時の緊急避難場所を明示し
た災害ハザードマップを作成し，全戸配布すると
ともに，地域における防災訓練の指導や防災出前
講座を行うなど，積極的な周知及び地域の防災意
識向上を図るための取組を実施します。

P17

4-1：地域の防災意識と災害対応力の向上
・新たに指定する必要に応じて，浸水時の緊急避
難場所を明示した災害ハザードマップの見直しを
行う作成し，全戸配布するとともに，地域におけ
る防災訓練の指導や防災出前講座を行うなど，積
極的な周知及び地域の防災意識向上を図るための
取組を実施します。

【改定理由】本文の修正（ハザードマップの見直し）

P18

4-3：避難所運営の見直し
・誰もが滞在しやすい避難所の実現に向け，高齢
者，要援護者，女性等への配慮や，プライバシー
の確保，ペット等との同行避難等の観点から，避
難所運営の在り方を検証し，避難所運営マニュア
ルの見直しを進めます。

P18

4-3：避難所運営の見直し
・誰もが滞在しやすい避難所の実現に向け，高齢
者，要援護者，女性等への配慮や，プライバシー
の確保，ペット等との同行避難等の観点から，ま
た，新型コロナウイルス感染症対策を踏まえて，
避難所運営の在り方を検証し，避難所運営マニュ
アルの見直しを進めます。

【改定理由】本文の追記（感染症対策） 4

R３.３ 改定計画 R４.3 改定計画

頁 内容 頁 内容

P19

4-4：災害の記憶を後世へ伝承
・防災意識の向上につながる資料を保存・活用し，
災害の経験を広く伝え，将来に備えます。

P19

4-4：災害の記憶を後世へ伝承
・防災意識の向上につながる資料を保存・活用し，
災害の経験を広く伝え，将来に備えまするととも
に，市内外にも発信します。

【改定理由】見直しにより期間を延長，備考の追記

P24

6-1：生活再建に向けた支援の実施と情報提供

P24

6-1：生活再建に向けた支援の実施と情報提供

【改定理由】備考の追記（見直しにより期間を修正）

P24

6-2：被災者の見守り

P24

6-2：被災者の見守り

【改定理由】見直しにより期間を延長

6-2 （状況に応じて検討）
継続的に実施

 被災者への見守り・相談支援

・災害に関する資料の収集・整理・
保存・活用

 防災意識の向上につながる資料の保存・活用
継続的に実施

5



要件に該当する方については，
⼊居期間を再延⻑
（最⻑でR5.7.5まで）

要件に該当する方については，
⼊居期間を再延⻑
（最⻑でR5.7.5まで）

 住宅再建に向けた相談支援等

 建設型仮設住宅の提供

 借上型仮設住宅の提供

〜R2.9

契約から２年間

R3.10〜順次閉鎖
岡田・みその・柳井原・市場団地

二万・真備総

継続的に実施

R３.3 改定計画 R４.3 改定計画

頁 内容 頁 内容

P26

7-1：住まいの再建の支援

P26

７-1：住まいの再建の支援

【改定理由】進捗状況に応じて期間・完了期日を追記，備考を追記

P29

8-1：公共施設の復旧

P29

8-1：公共施設の復旧

【改定理由】進捗状況に応じて期間・完了期日を追記，備考を修正

P32

9-1：農業の復旧・復興支援

P32

9-1：農業の復旧・復興支援

【改定理由】進捗状況に応じて完了期日を追記，備考を追記

9-1
農業の復旧・復興支援

9-1
農業の復旧・復興支援
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7-1
住まいの再建の支援

・開発審査会運用基準の制定
 住宅を改築する場合の開発許可基準の緩和

〜R4.7

・被災高齢者向け住宅再建支援事業
（リバースモーゲージ型融資）
申込期限はR5.3まで

 高齢者向けの住宅再建融資に関する支援

11-1
復興商店街整備及び復興
イベントの開催 ・まび復興竹あかり等真備船穂商工

会主催事業への補助

 復興イベント等の開催支援

適宜実施予定

R3.3 改定計画 R4.3 改定計画

頁 内容 頁 内容

P35

10-1：事業所の再建・復興支援

P35

10-1：事業所の再建・復興支援

【改定理由】進捗状況に応じて完了期日を追記，備考を追記

P34
P35

10-3：地域資源を活かした販路開拓・拡大支援
・被災した高梁川流域圏の構成市町と連携し，中
小企業等が連携して行う地域資源を活用した商品
開発や県内外での見本市等への出品等，新たな販
路の開拓・拡大に向けた取組を支援し，地域経済
の活性化に繋げます。

P34
P35

10-3：地域資源を活かした販路開拓・拡大支援
・被災した高梁川流域圏の構成市町と連携し，中
小企業等が連携して行う地域資源を活用した商品
開発やを県内外での見本市等にへの出品するなど
等，新たな販路の開拓・拡大に向けた取組を支援
し，地域経済の活性化に繋げます。

【改定理由】本文の修正（事業の見直し），備考を修正

P36

11-1：復興商店街整備及び復興イベントの開催

P36

11-1：復興商店街整備及び復興イベントの開催

【改定理由】期間の延長（見直し）
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R3.3 改定計画 R4.3 改定計画

頁 内容 頁 内容

P38

12-1：川を感じ楽しめる空間の整備
・災害時の防災拠点及び一時避難場所となり，平
常時は防災教育の場，住民の憩いの場，交流の場，
子どもから大人まで多様な世代が楽しめる場，真
備の魅力を発信できる場などとしても活用できる
「復興防災公園（仮称）」を，小田川の河川敷等
の魅力ある水辺空間と一体的に整備することで，
川を感じ楽しめる空間となるよう，川を活かした
まちづくりを進めます。また，その活用や維持管
理等においては，住民と協働で取り組みます。

P38

12-1：川を感じ楽しめる空間の整備
・災害時の防災拠点及び一時避難場所となり，平
常時は防災教育の場，住民の憩いの場，交流の場，
子どもから大人まで多様な世代が楽しめる場，真
備の魅力を発信できる場などとしても活用できる
「復興防災公園（仮称）」を整備します。また，
その活用や維持管理等においては，住民と協働で
取り組みます。
・小田川の河川敷等の魅力ある水辺空間において，
「復興防災公園（仮称）」を拠点にサイクリング
ロードによる水辺のネットワークなどを一体的に
整備することで，住民や来訪者が自然を感じ，川
を感じ楽しめる空間となるよう，川を活かしたま
ちづくりを進めます。

【改定理由】本文を修正（水辺空間の活用）

P38
P39

12-2：地域資源の発掘・活用
・日本遺産「『桃太郎伝説』の生まれたまち おか
やま～古代吉備の遺産が誘う鬼退治の物語～」の
構成文化財に「箭田大塚古墳」が認定されたこと
を活かし，箭田大塚古墳をシンボリックに活用し
た魅力発信等，新たな観光資源として磨き上げま
す。

P38
P39

12-2：地域資源の発掘・活用
・日本遺産「『桃太郎伝説』の生まれたまち おか
やま～古代吉備の遺産が誘う鬼退治の物語～」の
構成文化財に「箭田大塚古墳」が認定されたこと
を活かし，箭田大塚古墳をシンボリックにはじめ
とした真備の史跡などを紹介するとともに，復興
の着実な歩みを実感していただけるように魅力発
信等を行い，真備地区への周遊を促進することで，
新たな観光資源として磨き上げます。

【改定理由】本文の修正（新たな取組の追加：真備サイクリングマップ），備考の修正
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R３.3 改定計画 R４.3 改定計画

頁 内容 頁 内容

P４2

14-1：協働による復興まちづくりの推進
・建設型仮設住宅でのコミュニティの形成をサ
ポートする交流イベントの実施やみなし仮設住宅
の居住者等がまちの人に会える場所づくり，真備
地区内外で生活する住民及び真備地区に戻った住
民が交流し，憩い，集うことができる機会の確保
等ができるよう支援します。

P42

14-1：協働による復興まちづくりの推進
・建設型仮設住宅でのコミュニティの形成をサ
ポートする交流イベントの実施やみなし仮設住宅
の居住者等がまちの人に会える場所づくり，真備
地区内外で生活する住民及び真備地区に戻った住
民が交流し，地域のつながりの中で安心して暮ら
せるように，憩い，集うことができる機会の確保
等ができるようを支援します。

【改定理由】本文の修正（真備に戻られた方への配慮事項を追記）

P43

14-2：地域の復興を支える人づくり

P43

14-2：地域の復興を支える人づくり

【改定理由】期間の延長（見直し）

地域の復興を支える
人づくり

・真備地区産業復興推進事業
 地域おこし協力隊の配置
募集 継続的に活動
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